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一女性性を優先させたキャリアウーマンの母と対人関係障害の娘の事例一

東 山 弘 子

1問 題 と目的

フロイ トによると、母親は「両性に とっての人生 にお ける最初 に して最 強の

愛情対象(firstandstrongestlove-object)で あ り、その 関係 は 「そ の後 のすべ

ての愛情 関係 の原形(prototypeofalllaterlove-relations)と な る もの」(1)で

あ り、 これは 「生涯 を通 じて比類 のない不変 で独 自の関係」 である。小川捷

之によれば、「フロイ ト派にあっては、多 くの神経症者の治療が男根期のエ ディ

パルな問題 の解決 に終始 し、それゆえ、現代 のような母 を巡るご く幼少期の

自我形成上 の問題 は一般 に等閑視 されていたので はないか と思 われる」(2)。

サ リヴ ァンによると、乳児期 、子 どもがエ ンパ シー によって絶対的安全感

(オイ フォリア)、弛緩 、快 を体験すると、その母親は 「よい母親」(good-mother)

と して体験 され、 これがgood-meと してセル フシステムに組み込 まれ るとい

うのである。 ところが、不安、緊張、不快 を経験す る場合 は、それが 「悪い

母 親」(bad-mother)と な り、そ れに よってbad-meが 組 織 化 されてゆ くとい

う(3)Q

ク ラ インは、人間が出生後は じめて経験す る外 的対象 としての母親の乳房

と子 ども口唇的感覚 を重視 し、この時期、外 界の対象(乳 房)は 一個の存在

として認知 されない と指摘 し、乳房 は 「栄養 の源泉 となる ものであ り、それ

ゆえに最 も深い意味で生命その ものの源泉であ って、人間精神 にあってのあ

らゆる 「よきもの」の起源 となるものであ る」(4)としている。

エ リクソンは、母子関係 の相互性 に基づ く 「基本 的信頼」の確立 とその喪

失 の結果 としての 「基本的不信」 を生 じる危機 を指摘 した㈲ 。
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スピッツは、「少な くとも最 も早い時期の子どもは受身的な受容者である。

母親の人格の偏向はそれゆえ、子どもの障害に表現されることになると述べ、

母子の不満足な関係はこどもに有害な精神的影響を発生させると主張した。

「乳幼児 と母親(あ るいは母親の役割を演じる人物)と の人間関係は親密か

つ継続的で、 しかも、両者が幸福感に満たされるような状態が精神衛生の根

本であ り、」「長期にわたる母性的養育の喪失は子どもの性格にまた子 どもの

全生涯に著しい影響を及ぼす」と結論している(6)。

ユング心理学の立場では 「母親に投影された元型こそが母親に神話的な背

景をあたえ、それによって母親に権威を、つまり、ヌミノースな性質を与え

ている」(7)と考えられている。

河合隼雄によると、母性の特徴は 「包む」ことにあり、父性の特徴は 「切

る」ことにある。母性はすべてのものを平等に一体として扱い、父性はそれ

を分離 しようとする。母性は 「我が子はすべていい子」という考えに立って、

すべての子を育てようとするのに対 して、父性は 「いい子が我が子」 という

規範にたって子 どもを鍛えようとする。父性は弱いもの、努力 しないものに

たいして容赦ない切断の力をふるう。父性 も母性 も同じく肯定、否定の両面

をもち、それは子 どもを鍛えるというよい面をもつが反面、破壊 し、のびる

芽を摘み取ってしまう否定面を有している(8)。

馬場謙一によると、望ましい母親とは、①子 どもとの接触によって、情愛

を触発 されるだけの感受性や感応力を具えていることであろう。これがない

と、母子の双補的な関係が成立 しないことになる。②そのようにして触発さ

れた情愛を、 自然に表現する能力をもつことである。たいていの母親には、

本能的にこの能力は具わっているが、母親自身の性格によって、あるいは母

親の幼児期の親子関係によって、歪められた表現しかできなくなっている場

合が多い(9)。

ところで母性 には、代替不可能な母性と代替可能な母性がある。妊娠出産

と人生初期に必要な母性は動物的で、土のにおいのするものである。あるタ

イプの母はこの本能的ともいうべ き母性を発揮することができなかった り、

発揮することを嫌う。べたべたした動物的な行為は、自分が動物 レベルまで

貶められる感覚が耐えられないのである。子 どもの動物的要求はまったなし

であるから母の 「自己犠牲」的対応 を要求 されるが、これができない。
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働 く女性のなかには、子育てよりも仕事のほうが楽だと仕事を採 り、他者

に子育てを任せてしまう女性たちがいる。かっこいい新 しい生 き方を標榜し

ながら実は子どもの存在を見捨て、関係 を切っているという 「影」に気づい

ていない。この自分の 「影」に気づくことはとても辛 く、難しい課題である。

幸か不幸か、子どもが思春期を迎えてそのことを症状や行動によっていやお

うなく気づかせる事態が生じるようである。

現代においては実母や姑 との同居によって子育てを全面的に任せる幸せを

享受するキャリアウーマンはますます増える傾向にある。「ますおさん現象」

といわれ、今 日的家族の形態である。一家にふたりの主婦はいらないといわ

れるとお り、すべてを実母や姑に任せてしまえば心の負担は軽 くなる。核家

族化が進んでいくなかで、婚家とのつなが りが切れて、 自分だけの孤立した

子育てを余儀なくされた妻たちは夫を唯一の相談相手 としているが、それは

夫には負担が大 きく、不安 も大きい。そこで夫をあてにせず、一度切れた実

家との関係を再開し、母娘結合を復活させるケースが激増 しているのである。

こうして、子供を預けぱなしの仕事しかできない依存的娘と、孫の面倒をみ

ることで母性的関係のなかに退行していく母の組み合わせができあがる。

本事例は、子育てのすべてを実母に任せ、娘的に生 き、仕事のなかで自身

の才能を発揮 しようとした女性が、思春期の娘がおこした万引き事件を契機

に母として娘 とむきあい、「育てなおし」 と 「育ちなおし」を体験すること

によって母性を再生させた事例である。

1【 事例の概要

(1)主 訴:高 校三年のE子 が、掲示物をビリビリに破いて撒き散 らしたり、

教室の備品を壊 したり、友だちのノー トを抜 きとるなどというトラブルを起

こして、先生に注意されたが、本人は覚えがないと主張 し、まったく悪びれ

た様子がない。ほかにも学内に盗難事件があり、生徒や先生からE子 らしい

と噂が出ており、退学処分の対象になるところだが、心理的な問題があるの

ではないか、と思われるので筆者に診断してほしいと依頼された。精神科の

ドクターの診断では、分裂病の疑いはあるが、おとなへの移行のプロセスに

困難をきたし、混乱がこのようなかたちで出ているとのことであった。
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(2)家 族構成(面 接開始時)

クライエ ント40歳 公務員 大卒

夫42歳 公務員 大卒

E子(当 人)17歳 高校生

妹A子15歳

妹C子12歳

母(ク ライエ ントの実母)70歳

(3)見 立てE子 が 「事件」のことを覚えていないことと臨床像か ら 「対

人関係障害」の娘 と、その対応に苦慮する母親と見立て、両者それぞれの面

接を筆者が施行することにした。

皿 面接過 程

く初回面接>

E子 と母(ク ライエント)が 来談。はじめてE子 とクライエン トに会った

とき、二人は母子の雰囲気の湧かない他人同士といった印象だった。E子 は

大柄でおしゃれ気のないボーイッシュな人で、視線を落とした前こごみの姿

勢でぼそぼそとしゃべる。しかし、クライエントは小柄で女性的でお しゃれ

な服装をして、芯の強さを秘めた人だった。

クライエントは、仕事中心のキャリアウーマンで、実母と暮 らしているが、

家事はすべて彼女に任せている。クライエ ントは、先生に言われてきたが、

E子 に問題はないと主張し、強い調子で学校に対する不信や先生の無理解 を

訴えた。学校の先生にE子 の問題について話をされてもぴんとこないし、自

分自身はまった く無関係であるという意識が強 く、自分がクライエントとい

う立場になることを拒否していた。

E子 の方は、バ ッグを膝に乗せてファスナーを開けて、中のものをい じり

ながら、中学時代のいじめられた体験や家のことをマイペースで話 し続ける。

E子 自身何のためにカウンセラーのところへ来たのかはっきりしていなかっ

た。クライエ ントは、筆者の面接が学校の処分を決めるためのものでないこ

とがわかり、ようや くカウンセリングに通 うことを決める。しかし、最初は

通常のカウンセリングではなくて、お昼 を一緒にしなが ら話を聴いてほしい
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と、カウンセ リングの枠組みに入ることに抵抗 した。カウンセラーが通常の

枠組みを崩すなら会えないと主張すると、考えた後に了承する。

E子 は、クラスの中で女の子たちとうまくいかないこと、 自分には了解で

きないことがた くさん起きていること.学 校の先生や両親 との関係でも自分

には了解できないことがいろいろあると訴える。たとえば、E子 はノー トを

貸 してほしいと頼 まれると、すべて気持ちよく貸 してあげるし、意地悪はし

ないけれど、自分がノー トを貸してほしいと頼んでも貸 して くれる人はいな

いし、しかたなく自分ひとりであれこれしていると変な目で見られる。特に

B子 は、私を困らせるように私のプリントをのぞいた り、ノー トを貸してほ

しいと近づいてくる。先生に、B子 に注意 してくれるように頼んだが、私の

ほうが変に思われた。私ばかり先生に注意されるのはなぜなのか。わからな

い。先生が注意 して くれないから、私は自分でB子 に仕返しをした。B子 の

かばんからプリントとノー トを抜 き取ってやった。E子 は当然のことをした

までだ、とまったく悪びれたところがない。おそらく 「事件」もE子 のほう

には、心の中での妥当性があったと思うが、一種の対人関係障害の問題を抱

えている。幼いころから他者との関係や集団のルールを理解できないままみ

んなに合わせてやってきたのであろうが、ここにきてそれが破綻し、内的な

欲求が直接的な行動 となって集団のルールを超えて噴出してきたのであろう。

E子 の面接は、学校側からドクターの診断が必要だといわれていたので、

カウンセラーの信頼する精神科医に紹介 したところ、E子 は ドクターを気に

入 り、彼の心理療法を受けることになった。

母との面接を週1回 、K大 学の相談室で、母の仕事を配慮 して夕刻を選ん

で引き受けることとした。

(1)第1期 娘の問題行動をうけいれるまで(#1～#10)

「こんな事態になるとは夢にも思っていなかった。E子 は祖母に任せてい

たので、幼少時のことはまったく記憶がない。仕事から帰るとごちゃごちゃ

といってくる子だが、私はその話がきけない。E子 は 『センス』がないので

私とは合わない。E子 の行動パターンは、父親のそれと酷似している。幼い

ころは、異常なほど 「お父さん子」で、二人はクライエントにとっては不思

議な存在だったと、述懐する。クライエントは実母と同居する見返 りとして、
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家事、育児のすべてをしてもらっていたので、煩わされることなしに仕事を

楽 しめて幸せだった。だから、E子 の対人関係の原型やルールは、主に父 と

祖母か ら得たものだ。父と祖母の関係は複雑で、お互いに抑圧的な関係だっ

た。祖母が母親代わりで、クライエ ントはE子 の母としては存在 しなかった。

ところがll歳で初潮がきて、E子 にむすめらしさが出てきた頃から、父親の

態度ががらりと変わる。たとえば、女の子 らしい飾 りのついたバッグを持っ

ていると、それをいきなり庭に放 り出したりした。父親は男3人 兄弟で育っ

た人なので、女の子が大人になるということがよくわからず、一種の接触障

害を起こしたのかもしれない。それまでは父親っ子だっただけ、E子 に大 き

な混乱を起こした。」

セラピス トには以下のように思われた。すなわち、父親の論理の枠組みか

らは、この時期の女の子の人間関係の有 り様は見えないし分からない。そこ

で父親が 自分にしたのと同 じパターンで、学校や友達に対してやっているの

であろう。その上、彼女は父親の行動や行為の一つ一つを対象化できない段

階にとどまっている。このような未熟さや幼さは、E子 の素因と育てられ方

の両方に関係 していると思われる。どこまでいっても混乱するばか りで、女

に生まれたことをどのように引 き受けていいか分 らない。E子 は女の子が通

る自然な発達段階を経てきていないので、この他にもいろいろな 「わすれも

の」があるようである。これがたくさんになると、知的防衛 もあちこち綻び

だす。ルールが分からないと大人になれないし、 自分の中でも折 り合いもつ

かないし、他者や社会との折 り合いもつけられないだろう。

「夫はかなり変わった人で、生活に必要なもの たとえば灰皿、自分の

椅子等をいつ も定位置にセットして置 くことを要求する。定位置においてお

かないと、うろうろして落ち着かず烈火のごとくクライエントを叱責する。

また、その定位置は誰も座れない占有場所になっている。感情の起伏が激 し

く、家庭では緘黙に近い状態でむっつ りしているが、娘のしていることや妻

の対応に気に入らないことがあると、発作的に殴るとか、大声でどなるなど

といった激 しい行動に出る。時には自分の枕をもって家を出てしまう。「お

かしいでしょ、かわってるの。そこがわたしにはかわいくて味があるの」 と

微笑む。夜が更けて非現実の世界に沈潜して くると夫のこころの深みが歌に

なる。
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彼には二面性があって、家では無口だが一歩玄関を出るその瞬間に面を付

け替えたように人が変わ り、愛想がよくなる。職場での夫は温厚な中間管理

職として信頼されている。理解の域を超えているところがクライエントには

不思議な魅力である。

E子 の"事 件"は 、彼女の生育歴における人間関係に問題があり、現実世

界の把握が困難なまま青年期にいたらざるをえなかったことに深 く関わって

いることが見えてくる。思春期以後夫の怒りがE子 に向いているのは、二人

がよく似たパーソナリティなので、自分の影を相手に見て衝突 し攻撃しあう

のではないかと思っている。

たとえば、父親がE子 を学校へ車で送って行 くつもりで、E子 が出てくる

のを外で待っているが、E子 がそうとは知 らずゆっくり出て くると、その日

は突然 「降りろ」といって、途中で降ろしてしまう。E子 はなぜ父親がそう

したかがわか らないので、夜、CDの 音を大 きくして父に抗議する。これに

対抗 して父親のほうもTVの 音を大きくする。また、E子 の部屋が片付いて

いないと、本やかばんを庭に放 り投げてしまった りする。一切説明がないの

でE子 には不条理が起こっているとしか思えないのではないか。 しか し、旅

行のお土産に買ってきた真っ赤なポシェットをにこりともせずにE子 に手渡

したりする。E子 の方もありがとうも言わずにそのあた りに放 り出してポイッ

と置いた りする。

夫をクライエントは、不言実行型の頼もしい男 らしいと言う。セラピス ト

にはE子 と父は似たタイプにように思われ、クライエ ントの夫イメージには

違和感が感じられる。そして、クライエントの男性観 と父親の女性観のゆが

みがあるように思われる。

<二 人 は似 ているのに、 クライエ ン トは夫に対 してはポジテ ィブであって、

E子 にはネガテ ィブなのはなぜなのだろ うか。 〉

(2)第2期E子 のそだてなお し(#11～#18)

クライエントはセラピーに意味を見出し、自分の課題はE子 の育て直 しと、

自分探 しだ、 という。最近、短歌が作れなくなっていたが、セラピス トとの

面接を重ねていけば自分が見えてきそうだと思うのでがんばりたい。実母が
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見ていて くれたため、クライエントにはE子 の幼いころの記憶がほとん どな

い。べたべたした動物的な子 どもとの関りは嫌悪感しかない。それは自分が

動物 レベルまで貶められる感じがするか らである。当然の事に授乳 もしてい

ない。娘との出来事で思い出すのはll歳 だった。それは風呂場で恥毛を剃っ

ているE子 を目撃 したときだった。

セラピーでE子 の17年 間を振 り返ることは、クライエントにとって抵抗が

ある苦しい仕事だった。E子 に対する腹立たしさやわず らわしさ、避けたい

気持ちなどが錯綜 していたが、だんだん自分の問題 として引き受けるように

なっていった。家庭が抱えている問題や夫との関係、これか らの人生を考え

ていくようになる。E子 がワイル ドな世界を抑圧的に抱え込んだまま17歳 に

なっていたことに対する痛みが、クライエントの涙とともに語 られるように

なる。

マスコミで 「ますおさん現象」といわれているが、クライエントも、働 く

ことに幸せを感 じ、子育ても母親との関係の中で通 りすぎていき、母 として

のイニシエーションを経ずに娘のままに生きて きたのである。「E子 としっ

か り付 き合っていくうちに、夫との間でわだかまっていたものが、月の裏側

を見るように見えてきた。魅力であったはずの夫の無口さや個性がそうでは

なくなってきた。なぜ 自分が娘を受け入れに くいのか、娘を遠い存在にして

できるだけかかわらない形で大人になってもらいたいと思 うのかを問いつづ

けていたら、夫のわか りにくさや夫 との距離の遠さを、実はうらんでいたり、

さびしく思っていた り、嫌っている自分がいたこと、自分 と夫 との絆が まっ

たく切れて背中合わせになっていることなどが見えてきた。自分たち夫婦は

今 も男 と女の関係で生きているが、父や母 としては生きていない。

これはクライエン トにとっては辛い洞察だった。少女のように元気だった

クライエントは、うつ的になり、仕事を休んだり、味覚がなくなった り、声

が出な くなってしまう。クライエントとE子 の関係の修復は、E子 がクライ

エントにクラスメー トから抜 き取ったノー トやプリント、万引 きした小 さな

かわいい縫いぐるみなどをクライエントに見せたときから始まる。E子 が 「わ

たしはノー トを貸してほしいと頼まれると気持ちよく貸 し、断ったことがな

い。 しかし、わたしがノー トを貸 してほしいというと誰 もが断る。 とくにB

子はしつこくわたしのプリントを覗 き込んだり、ノー トを貸してほしいとし
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つこく迫る。先生にB子 に注意してほしいと頼んだらわたしのほうが変な目

で見られた。わたしばかりが注意されるのはなぜなのか。わからない。先生

が注意してくれないからわたしは自分でB子 に仕返しをしたのだ。Bの かば

んからノー トとプリントを抜き取ってやった。当然のことをしたまでだ」と、

まったく悪びれたところがない。しかし、そのことを打 ち明けられたクライ

エントにとっては、「青天の霹靂」で、 しばらくは言葉がでなかった。E子

と母の間には、万引きについての受け止め方に大きな違いがある。E子 にとっ

てモノは貸 し借 り自由なもので、もともと誰の所有といった感覚はないので

はないかと思われる。ようやく 「母」を始めたお母さんに、痛hし いくらい

無心に自分の世界や気持ちを、他人から"借 りている"そ のモノを通 して語っ

ているのかもしれない。結局クライエントはE子 が万引きした品物を預か り

続けることにする。それはクライエントがそれを持ち続けている問、E子 の

罪 とジレンマを共有 し、このことから逃げないという意味の確認だった。ク

ライエ ントが母として娘にかかわる儀式だった。

しか し、実際に娘を抱えていくことは難 しく、娘から逃げたい思いが強 く、

学校での問題に関しては、カウンセラーと先生に依存的になり、「先生がな

んとか してほしい」といい、両親 ともに蚊帳の外にいようとしがちだった。

E子 の学校での様子は変わらず、 トラブルを次々と引 き起こす。その一つは

E子 の学校の象徴ともいうべ き神聖な品物を破壊 したことである。これは他

の生徒への影響が多いので、退学を迫られるという事態が起こる。このよう

になっても、クラスメー トはカウンセラーに依存的で、「学校の先生がおお

げさに言ってるだけ」「学校で起こったことに親は関係ない」など、状況把握

が甘いので、カウンセラーは意を決して、「クライエントが協力的でないと

これ以上セラピィを引き受けることができないこと、学校に対 しては親とし

ては言い分があるだろうが、今はE子 を優先させることが大切なのではない

か」と、クライエントに迫った。クライエントは、恥ずか しいので学校へ行

きたくないこと、父親が行 くべきであること、カウンセラーに何とかしてほ

しいと、延々と訴えた。カウンセラーは 「先生の言われることを黙って聞き、

そのまま袋に詰めて自分のところへもって帰って来る気持ちで行けばいい。

これは 『お参 り』なのだ」 と言ったら、ずいぶん我慢 して学校へ行ったよう

であった。学校からの帰り道で、「情けなくなって泣けて泣けてしかたがなかっ
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た。気がついたら一時間街をうろついていた」という。

それがクライエントのターニング ・ポイントとなり、それからクライエン

トはE子 と一緒に風呂に入 り、一緒に寝るようになる。E子 は体がとても硬

く肩が異常に凝ることを発見し、寝る前にクライエントがマッサージしてや

るようになる。母とE子 の関係が深まっていたころに、CDの 音が大 きすぎ

ることがきっかけで父親がE子 の部屋に飛び込んで殴 りかか りそうになると

.い う事件が起こった。いち早 く気づいたクライエ ントがE子 の前に立ちはだ

かって 『E子の代わりに私を殴って』と叫んだので夫は上げた手を下ろして

静かに立ち去った。こんな場合、今までだったらクライエントは傍観者であっ

たけれども、今回はじめてE子 のお母さんがで きた」と感慨深い様子だった。

これはE子 にとっても 「お母さんが私を守ってくれた」 と実感できたはじめ

ての体験となった。父親にしても、はじめて妻が自分に対峙 して来た体験で

あった。

(3)第3期E子 の不登校と母の自分探し(#19～#35)

E子 はその後も学校では相変わらず トラブルを起こし、学校側からセラピ

ス トに退学を進めてほしいとの依頼が来る。事態が深刻なようすなので、い

ちど面接を薦める。来談 したE子 は 「学校にいきたくないが卒業したいから

無理していっている」という。卒業にさしつかえないこと、大学に行 ってか

らや り直しが効 くということを確認するとほっとしたようで、不登校できる

ようになった。ケーキ作 りに凝 り、進学のための勉強をするようになる。何

か困ったことがあるとクライエ ントの仕事場へ電話してもよいことになった。

些細なことで電話をかけ、母親のケアを楽しむようになる。今では外 との緊

張関係にエネルギーが分散されていたが、この五月雨的不登校によって家の

中が自然にまとまってくる。母親 との関係が密接になってくると、E子 はポ

ッリとおばあちゃんは私を叱ってばか りで怖かった、 ともらす。クライエン

トは、「実母からE子 はいい子だった」という報告を毎 日受けているので、

E子 と祖母がもめていたのに気づかなかった。母が家庭の揉め事が嫌いで聞

きたくないことを知っていたので、E子 も祖母も母の耳に入れていなかった

のだ。そして、自分が娘時代 に母親とことごとくもめて、大学に入ったのを

機に自立 したことを思い出す。E子 と祖母がうまくい くはずがないとわかっ
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ていたのに、母親に任せてしまったことを後悔する。同時に、母親に任せた

ことに、 自分は母親に大事に育てられなかった怨みを、母親に娘を育てさせ

ることで代償させたい想いがあったことに気づ く。実母は再婚で、クライエ

ント以外の家族に気を使って、自分はいつもあとまわしにされていたことを

恨んでいたと告白した。

E子 を自分で育てなかったことを悔みはじめると、クライエントには母親

が煩わしくなってきた。そして母親(E子 の祖母)のE子 に対する今 までの

冷たい対応を責めるようになった。E子 の肩を持つ発言を機に母親はクライ

エントと激しく喧嘩をして、「わたしは望んでここに住んだわけではない。(ク

ライエ ントの)言 いなりになりたくない」 と言い残して、クライエントの妹

のところへ行ってしまった。

(4)第4期 家族関係の変容と再生(#36～#45)

こうして母、クライエント、E子 の三代にわたる 「女の葛藤」が表面化 し

た。E子 には二人の母が居たわけで、このことはクライエントが自分の娘性

についての考えを整理するきっかけとなる。姉妹の事、おばやいとこのこと、

なぜ母を引き取ったのかなど、クライエ ントは自分のことを整理 し始めた。

実家の雰囲気が重苦しかったこともあり、大学を出ると、家 を出てす ぐに結

婚 した。結婚も自分の都合でしたとの意味が見えてくる。

家族関係が変化していく中で、少 しずつ生の感情が家族の中に流れ始め、

夫婦関係にも変化が見られるようになる。クライエントは、夫が職場でどれ

ほどつらい立場にあるかを少 しずつ聞き取れるようになったし、理解を示す

言葉も出るようになってきた。 自分が感動した本をさりげなくテーブルに置

いてお くと、それがなくなっていて夫が読んでいることがわかる。夫のほう

か ら職場での助言をクライエントに求めるとか、部下を家に連れてくるよう

にもなった。これまで夫は母やクライエントに対して向けるべ き感情をE子

に向けていたが、それをクライエントに向けるようになった時点で、クライ

エン トの声が出るようになり、味覚 も回復 した。

クライエントの症状が回復 してくると、今度は夫のほうに問題が起こる。

夫が自動車の追突事故にあって倒れる。連絡をうけたクライエントは飛んで

かけつけた。まだ救急車が来ておらず、道路わきに横たわっていた夫をかい
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がいしく介抱すると、夫が 「お前がいてくれるだけでいい」 と耳元でささや

く。クライエ ントは、これからも二人で生 きていこうという意志を確認でき

た。「再婚」の儀式だと感激する。これは子 どもが独立した後につながって

いく大切な関係の基礎になり、父と母が連合 して子どもに接する条件ができ

たことになった。

E子 は、浪人 した後大学へ進学する。そのころからお化粧をし、おしゃれ

も身についてきてカウンセラーが見間違えるような生き生きとした娘 さんに

なる。終結のときクラエ ントは家の歴史を振 り返って、わが家には、自殺 し

た り、夭折 した人があったり、他にもさまざまなことがあった家だが、そう

いう生きられなかった人の命のおかげで、私たちは生きられている。そう思

うと、私たち一人一人の命は重いですね、といった。 しばらくしてクライエ

ン トの新刊の著書がセラピス トのもとに届けられた。

IV考 察

(1)「 母性」機能の要件

母性の機能のひとつは 「自己犠牲性」である。子どもの対 しては何の恩を

きせずに、ごくあたりまえの自然発生的な感情の発露 として子 どもの欲求に

応 じることができることである。 とくに生後まもない子 どもは、こちらの都

合はお構いなしに自分の欲求をつきつけてくる、扱いかねることの多いぞん

ざいであるが、それでもこちらの都合を犠牲にしてあわせていけるのは子ど

もが反応して くれるからである.お 互いに相手を求め、メッセージを受け止

めあって満足する喜びは何 にも代えがたいものである。つまり、自分の都合

や事情よりも子どもの都合 を優先させて、恩に着せずにこどもの欲求 を満た

すという自己犠牲性を中核 に置 く。思春期に子 どもにたいして育てた苦労を

話し、恩にきせる親にたいして、子どもにできる対抗手段はせいぜい 「うん

で くれなければよかった」「頼んだわけではない」「生まれてこなければよかっ

たんだ」 とさけぶ ぐらいのことであろう。親の苦労や自己犠牲的努力 につい

てはわからせるものではなく、親の態度から子 どもが感 じ取るものである。

もし子 どもに親の苦労を話 したくなった時は、親が人生に疲れたときであり、

i親自身の人生に対する失望が隠されている。親がこどもに自己犠牲を伝える
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と子 どもを自己否定に陥らせることになり、人生そのものに失望を感じさせ

ることになる。

二つ目は 「こども主導性」である。子どもは自分の欲求をいろいろなサイ

ンでたくみに表す。赤ちゃんは泣 くことで自分の欲求を知 らせるので、親は

それを直感的に読み取って応 じていけばいいのだが、最近この読み取 りがう

まくできない母親(親)が 増えている。親の事情が優先されて、親がサイン

を出し子が従う方が親には楽である。動物の子育てをみてもわかるように、

子 どもは親のサインに従順であるので、これを使い出す とどうしても親主導

になり、子 どもの欲求が無視されることになる。動物は、よほどの危険が迫っ

ている場合以外は親がサインを出すことはまれで、多 くの場合、子 どもの出

すサインに親が従っている。言葉を使用する人間は、複雑なサインを親主導

で出す動物である.それが昂じて くると子 どもの心底の欲求が無視され、A

子や次男の場合のような深刻なレベルにいたることになる場合があるのであ

る。

その3は 「癒す機能」である。人は誰でも、元気な時は社会的に外に向かっ

てがんばれるが、躓いた り、挫折 したり、疲れた時には、心を癒 してくれる

人や時間、空間が必要になる。ほっこりと温められ、エネルギーがチャージ

されて元気になるような、そういうものが 「母」の機能である。

(2)「 献身する」ことのできない母の病理

クライエントは、 どろどろした関係の渦巻 く実家を嫌い、大学受験を機に

家を出た。動物的な母子関係を軽蔑し、生活 レベルのもろもろを自分から切

り離していきようとする、代替不可能な母性を否定する女性であった。授乳

やべたべたした関係は自分が動物的レベルに堕落させられる思いでぞっとす

ると語るクライエントは、それを実母に担わせようとしたと思われる。母が

義理の姉たちに気遣 うあまり、クライエントと妹は母か ら十分な母性的養育

を受けられかったこと、妹が思春期に自殺 したことなどの体験が、生の感情

を切 り離して生きることになったのであろう。歌を詠み、べたべたしない大

人の 「粋な関係」をめざすクライエントは、身体感覚や感情との乖離が生じ

ていたのである。

E子 との関係修復が、背中を掻 く、いっしょに寝るなどのスキンシップの
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かたちですすんだこと、母親的になっていくプロセスで味とにおいを失うと

いう、原始的感覚に症状が出たことは、意味深い。

(3)実 母との結合関係の終焉 娘から母ヘ

クライエン トは、夫の振る舞いを 「個性」と評価し、娘に対する突然の行

為 もとがめていなかった。しかし、娘にとっては理解の域を超え、母の守 り

を必要 としていた。そのことがわかり始めて、クライエントの母親としての

感情や行動がではじめると、夫に対する直接的な行動や攻撃的感情が出てく

る。これは夫には不可解であり、娘には守 られている感情が満たされていく

という、母娘の関係 と夫婦の関係の拮抗的関係の不思議さを感 じさせるもの

であった。

しかし、実母との関係はうまくいかなくなった。クライエントの母娘結合

は、実母が家を出るという行動によって決裂に至った。これはクライエント

の実母か らの自立であり、クライエ ントが母となっていくターニングポイン

トであった。

実母と夫の関係 もよくなかったことがすこしずつ解 き明かされ、夫にたい

する気持ちも変化する。 まったくそのことを無視してきたことを申し訳なく

思い、夫が男兄弟のなかで、父のスパルタ式教育を受けて育ったこともうけ

とめ、ふたりの娘の思春期は母である自分が引き受ける決意をした時点で、

母娘関係は安定していった。

※プライバシー保持のため、事例の内容に関 しては一部変更されています。
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